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個別の教育支援計画の
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自己紹介（スライド３枚で）
今枝 史雄（いまえだ ふみお）

2018年度より大阪教育大学 特別支援教育部門

大阪府立の支援学校で働いた経験あります

専門領域： 知的障がい教育（特に教科別の指導）
知的障がい児の教育課程
成人期の生涯学習支援
（知的障がい者の大学公開講座を運営）



自己紹介（スライド３枚で）
なぜ成人期の方々の学習支援を研究したの？

教員として身に付けたい３つの力

１．子どもとうまく関わること（授業等）
２．保護者とうまく関わること（家庭支援等）

３．子どもたちがどこからきて、どこに向かうのか知ること
（乳幼児期の姿） （成人期の姿）

学齢期の子どもたちと関わるには
成人期の姿を思い描いて、関わることが大事



自己紹介（スライド３枚で）
なぜ成人期の方々の学習支援を研究したの？

人生６０年

乳幼児期
６年

学齢期
１２年

成人期（青年後期・壮年・中年～）
４２年～

人口は全体の７１％人生の７０％以上

成人期以降を含め、生涯を通じた支援が重要



本日の流れ

１．新学習指導要領の理念について
～社会に開かれた教育課程とは？～

３．個別の教育支援計画の作成のポイント
～成人期を見据えて～

２．個別の教育支援計画とは？
～文部科学省の参考様式を中心に～

引用の場合、「障害」と表記している場合があります



本日の流れ

１．新学習指導要領の理念について
～社会に開かれた教育課程とは？～

３．個別の教育支援計画の作成のポイント
～成人期を見据えて～

２．個別の教育支援計画とは？
～文部科学省の参考様式を中心に～



１．新学習指導要領の理念について

2017年３月
特別支援学校小学部・
中学部学習指導要領
告示

2019年2月
特別支援学校高等部
学習指導要領告示



１．新学習指導要領の理念について



社会に開かれた教育課程

育成すべき資質・能力

カリキュラム・マネジメント アクティブ・ラーニング

１．新学習指導要領の理念について



１）育成すべき資質・能力について

育成すべき資質・能力

１．新学習指導要領の理念について



学校教育法第三十条２ 学力の３要素

①基礎的な知識・技能
②思考力・判断力・表現力等
③主体的に学習に取り組む態度

新学習指導要領 育成すべき資質・能力

①知識及び技能
②思考力・判断力・表現力等
③学びに向かう力、人間性等

１）育成すべき資質・能力について
１．新学習指導要領の理念について



①知識及び技能 ＝何を知っているか、何ができるか？

各教科等に関する個別の知識や技能などであり、身体的技能
や芸術表現のための技能等も含む。基礎的・基本的な知識・技
能を着実に獲得しながら、既存の知識・技能と関連付けたり組
み合わせたりしていくことにより、知識・技能の定着を図るととも
に、社会の様々な場面で活用できる知識・技能として体系化し
ながら身に付けていくことが重要である

教科・領域等を通して、どのような知識・技能を身に付けたか？

2．新しい学習指導要領等が目指す姿： https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1364316.htm

１）育成すべき資質・能力について
１．新学習指導要領の理念について

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1364316.htm


➁思考力・判断力・表現力等
＝知っていること・できることをどう使うか？

問題を発見し、その問題を定義し解決の方向性を決定し、解決方法を探し
て計画を立て、結果を予測しながら実行し、プロセスを振り返って次の問題
発見・解決につなげていくこと（問題発見・解決）や、情報を他者と共有しな
がら、対話や議論を通じて互いの多様な考え方の共通点や相違点を理解し
、相手の考えに共感したり多様な考えを統合したりして、協力しながら問題
を解決していくこと（協働的問題解決）のために必要な思考力・判断力・表
現力等である。

身に付けた知識・技能をどのように活用するか？

１）育成すべき資質・能力について
１．新学習指導要領の理念について

2．新しい学習指導要領等が目指す姿： https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1364316.htm

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1364316.htm


➂学びに向かう力、人間性等
＝どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか？

・主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や、
自己の感情や行動を統制する能力、自らの思考のプロセス等
を客観的に捉える力など、いわゆる「メタ認知」に関するもの。

・多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして協働する力、持続
可能な社会づくりに向けた態度、リーダーシップやチームワーク、
感性、優しさや思いやりなど、人間性等に関するもの。

身に付けた力を使って、どのように参加しようとしているか？

１）育成すべき資質・能力について
１．新学習指導要領の理念について

2．新しい学習指導要領等が目指す姿： https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1364316.htm

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1364316.htm


①知識及び技能

➁思考力・判断力・表現力等

➂学びに向かう力・、人間性等

知識及び技能の活用知識及び技能の活用

知識及び技能、
思考力・判断力・表現力の活用
知識及び技能、
思考力・判断力・表現力の活用

確かな知識・技能、思考力・判断力・表現力を基に、
学びに向かう力、人間性等を養う

１）育成すべき資質・能力について
１．新学習指導要領の理念について

2．新しい学習指導要領等が目指す姿： https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1364316.htm

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/attach/1364316.htm


２）社会に開かれた教育課程について

社会に開かれた教育課程

１．新学習指導要領の理念について



幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（中教審答申）：
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/2017/01/10/1380902_0.pdf

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、社
会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能
力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現
→以下、３点の改善・充実が必要
（１）学習指導要領等の枠組みの見直し
（２）教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を生み出す
「カリキュラム・マネジメント」の実現

（３）「主体的・対話的で深い学び」の実現

２）社会に開かれた教育課程について
１．新学習指導要領の理念について

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/2017/01/10/1380902_0.pdf


学校 地域社会

教科・領域等の
枠組みで活動が
構成されている

教科・領域等の
枠組みで活動
していない

社会に開かれた教育課程が必要

これまでの教育課題
子どもたちが学校で身に付けた基礎的な知識・技能を、学校以外
（地域社会）で発揮することが難しい

これまでの教育課題
子どもたちが学校で身に付けた基礎的な知識・技能を、学校以外
（地域社会）で発揮することが難しい

２）社会に開かれた教育課程について
１．新学習指導要領の理念について

幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（中教審答申）：
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/2017/01/10/1380902_0.pdf

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/2017/01/10/1380902_0.pdf


学習指導要領より
(1) 各学校においては、児童の発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力（
情報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育
成していくことができるよう、各教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から
教育課程の編成を図るものとする。

情報活用（文）

コミュニケーション（文）

問題発見・解決（文）

文科省が示す教科等横断的能力

国語、算数、社会、理科など、どの
教科においても、この３つの力の
育成し、社会参加につなげること

２）社会に開かれた教育課程について
１．新学習指導要領の理念について



新学習指導要領において、
①育成すべき資質・能力の３つの柱で教科の目標が立てられた。
②どのように社会参加するのか、が強調されている
③社会参加に向けて、学校で身に付けた知識及び技能等を、
学校外で発揮できるよう求められている（社会に開かれた教育課程）

教科等横断的能力
①コミュニケーション、②問題発見・解決、③情報活用

まとめ
１．新学習指導要領の理念について

上記に基づき、個別の教育支援計画を作成する必要がある



本日の流れ

１．新学習指導要領の理念について
～社会に開かれた教育課程とは？～

３．個別の教育支援計画の作成のポイント
～成人期を見据えて～

２．個別の教育支援計画とは？
～文部科学省の参考様式を中心に～



２．個別の教育支援計画とは？
個別の教育支援計画と個別の指導計画

特別支援学校学習指導要領解説 総則編

個別の教育支援計画
平成 15 年度から実施された障害者基本計画 においては、教育、医療、福祉、
労働等の関係機関が連携・協力を図り、障害のある児童の生涯にわたる継続
的な支援体制を整え、それぞれの年代 における児童（生徒）の望ましい成長を
促すため、個別の支援計画を作成することが示された。この個別の支援計画の
うち、幼児児童生徒に対して、教育機関が中心となって作成するもの。

個別の指導計画
個々の児童の実態に応じて 適切な指導を行うために学校で作成されるもの、
教育課程を具体化し、 障害のある児童など一人一人の指導目標、指導内容
及び指導方法を明確にして、きめ細やかに指導するために作成するもの



２．個別の教育支援計画とは？
個別の教育支援計画と個別の指導計画

各段階の「移行期」を
踏まえ、継続的な支援
を効果的に行うために、
共通して引き継がれる
べき事項をより明確に
することが必要。
そのため、保護者は
もとより、関係機関との
連携が必要



２．個別の教育支援計画とは？
個別の教育支援計画と連携機関

国立特別支援教育総合研究所 教育相談情報提供システム「個別の教育支援計画の意義」より

保護者

〇教育機関
〇医療機関
〇福祉機関（児童発達支援センター等）
〇労働機関（就労支援センター等）



２．個別の教育支援計画とは？
文部科学省の参考様式について

令和３年６月：文部科学省初等中等教育局より
「障害のある子供の教育支援の手引き」が発表される。

→教育支援資料（平成25年発表）の改訂版
令和３年６月30日：
「個別の教育支援計画の参考様式」が通知される

上記は「新しい特別支援教育の在り方に関する有識者会議」報告や
中央教育審議会答申「令和の日本型学校教育」（ともに令和３年１月発表）
を踏まえた内容になっている



２．個別の教育支援計画とは？
文部科学省の参考様式について

これまでの個別の教育支援計画の作成・活用に関する課題
〇ICTを介して学校内外で的確に共有されていない
〇統合型校務システムの活用が不十分

切れ目のない支援に向けた関係機関間の情報共有の促進
の観点から「個別の教育支援計画の参考様式」を発表
→教育委員会が域内で統一した統合型校務支援システム
に導入する際の仕様の参考になるもの

文部科学省：【事務連絡】個別の教育支援計画の参考様式より



２．個別の教育支援計画とは？
文部科学省の参考様式について
プロフィールシート・支援シートからなる

プロフィールシート
１．本人に関する情報
学びの場、障がいの状態、
教育歴、検査結果等を記載

２．家庭に関する情報
３．関係機関に関する情報
４．備考



２．個別の教育支援計画とは？
文部科学省の参考様式について
支援シート
１．本人に関する情報
２．支援の方向性
３．評価
４．引継ぎ事項（進級、進学、転校）
５．備考（特に配慮すべき点など）
６．確認欄
・支援関係者との共有の同意
・進学先等に引き継ぐことの同意



２．個別の教育支援計画とは？
文部科学省の参考様式について
支援シート
１．本人に関する情報
２．支援の方向性
３．評価
４．引継ぎ事項（進級、進学、転校）
５．備考（特に配慮すべき点など）
６．確認欄
・支援関係者との共有の同意
・進学先等に引き継ぐことの同意



２．個別の教育支援計画とは？
文部科学省の参考様式について
支援シート（ポイントとなる項目）
１．本人に関する情報
「願い（本人・保護者）」
「学校・家庭の様子(得意・好きなこと)」
2.支援の方向性
「合理的配慮を含む支援の内容」
３．評価
「合理的配慮を含む支援の内容の
評価」

「共生社会の形成に向け
たインクルーシブ教育シ
ステム構築のための特別
支援教育の推進」（平成
24年）に記載されている
「合理的配慮の観点」を

参考にする



２．個別の教育支援計画とは？
文部科学省の参考様式について
参考：合理的配慮の観点
１．教育内容・方法
教育内容（学習内容の変更・調整など）
教育方法（情報・コミュニケーション及び教材の配慮など）

２．支援体制
専門性の指導体制、災害時の支援体制の整備など

３．施設・設備
校内環境のバリアフリー化など
文部科学省初等中等教育分科会（2012）「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進」



〇個別の教育支援計画を作成する目的
・継続的な支援を効果的に行うために、共通して引き継が
れるべき事項をより明確にする
・関係機関との連携は必須。

まとめ

〇文部科学省：個別の教育支援計画の参考様式について
合理的配慮の観点を用いることで、支援の「根拠」を
明確にする

２．個別の教育支援計画とは？



本日の流れ

１．新学習指導要領の理念について
～社会に開かれた教育課程とは？～

３．個別の教育支援計画の作成のポイント
～成人期を見据えて～

２．個別の教育支援計画とは？
～文部科学省の参考様式を中心に～



３．個別の教育支援計画の作成のポイント

切れ目のない支援に向けた関係機関間の情報共有の促進
どんな情報を共有していく必要があるのか？

小学校・小学部

中学校・中学部

高校・高等部

社会（成人期）

各段階が連携し、
「社会参加に必要な力」の形成に向け、
個別の教育支援計画を作成する

→社会参加にどのような力が必要か？



３．個別の教育支援計画の作成のポイント
成人期を見据える

①会社Aの社長の話
Q「就労に向けて、学校で取り組むべきことはなんですか？」
A「正直、仕事は楽しくないことも多いです。
だから、学校は、先生は、子どもたちにとって、好きな
ことを一つでも見つけてほしいのです。休日に取り組める
ようなものを。そうすると仕事も充実します。」
成人期に向けて、個別の教育支援計画の「好きなこと」が

「休日に取り組めること」になるように



３．個別の教育支援計画の作成のポイント
成人期を見据える

②会社B（特例子会社）の社長の話
Q「就労に向けて、学校で取り組むべきことはなんですか？」
A「作業に関わる内容は会社や作業所で教えます。
学校では、長時間集中して取り組むとか、自発的に取り組
むとか「態度」を教えてほしい。
だって、学習指導要領にも書いてあるでしょ」
知識及び技能（わかる・できる）だけでなく態度（自らしている）

に関する内容も個別の教育支援計画に記載する



３．個別の教育支援計画の作成のポイント
成人期を見据える

就労した時に、
休日に取り組めること

〇知識及び技能が定着(いつでも)・般化(どこでも)している
状態(＝態度化している状態)も記載
〇教科等横断的能力（コミュニケーション、問題発見・解決、
情報活用の観点も必要

実態として



３．個別の教育支援計画の作成のポイント
成人期を見据える

どうしたらできるか？

根拠ある支援を、成人期に引き継いでいく



まとめ：日々の授業との関連
〇成人期を見据えて、学校教育ではどのような目標、
どのような指導、授業が必要になるか
→「好きなこと」を見つけること、「態度」を育成すること

〇個別の指導計画との関連から
「児童生徒の成人期の姿」＝「こうなってほしい」を常に
想像し、指導計画にも盛り込むことが重要

３．個別の教育支援計画の作成のポイント

児童生徒の成人期を見据えることが
個別の教育支援計画の有効活用につながる


